
 

 

令和７年度 島田市立小学校及び中学校通学区調査審議会 会議録 

日時：令和７年 12 月 10 日（水）19:00～19：30 

場所：大会議室西 

出席者： 

【委員】 

大塚 政浩、郷 裕利子、杉本 美千代、萩原 淑恵、岡村 達夫、加藤 はる美、 

河村 健一、岩本 秀春、伊藤 克宏、亀山 修児、亀山 泰弘、山田 誓午、神谷 紀之 

【事務局】 

山中教育長、石間教育部長、大石学校教育課長、岩本学校教育課長補佐、伊藤係長、 

志村指導主事 

 

１ 開会 

皆様こんばんは。本日はお忙しい中お集まりいただきましてありがとうございます。定刻

となりましたので、ただいまより令和７年度第 1 回島田市立小学校及び中学校通学区調査審

議会を始めさせていただきます。お手元の次第に従いまして、会を進行させていただきます。 

２ 委嘱状交付 

 本来であれば教育長より皆様方それぞれにお渡しすべきところですが、本日時間の都合も

ございまして、机上に配布とさせていただきますことをご了承願います。 

３ 教育長挨拶 

皆さんこんばんは。お疲れのところお集まりいただきまして誠にありがとうございます。

本日を迎えるにあたりまして、各方面から審議委員になっていただける方を推薦いただきま

した。定例の教育委員会において、その承認をいただいて委嘱、任命についての許可をいた

だき本日を迎えております。本日お集まりいただきましたのは、島田市立小学校および中学

校通学調査委員として、特別支援学級の増設に関する通学区域の変更についての内容です。

具体的な内容としましては、島田市立島田第三小学校と五和小学校に増設して、必要な児童

がそこに通えるようにしたいと考えますが、そのために通学区の変更が必要かどうかという

ことについて、皆様に審議をいただきます。もし作るべきということの答申をいただければ

これで全ての学校に特別支援学級ができることになります。各立場の皆様にお集まりいただ

いておりますので、皆様に御意見を出していただき、結論を出していただきたいと思ってお

ります。皆様の忌憚のない御意見を伺いながら、進めていきたいと考えておりますのでよろ

しくお願いします。 

４ 委員紹介 

 次に委員の皆様のご紹介ですが、お手元の名簿の順に自己紹介をお願いいたします。 

―委員自己紹介－ 

ありがとうございました。次に、事務局を紹介いたします。 

―事務局自己紹介― 

５ 委員長、副委員長の選任 

続きまして、審議会の委員長・副委員長の選任です。お手元に配布しました別紙１「島田市

立小学校及び中学校通学区調査審議会条例」第 5 条によりまして、委員の互選により選出す

ることとされています。どなたかご意見はございませんでしょうか。 



 

 

委員   委員長には、小学校の校長を務められ、現在初倉公民館の館長であり、学校現場

や地域行政のこともよく理解されている大塚委員、また副委員長には同じく小学校

長を務められ、現在発達相談業務に携わっておられます郷委員にお願いしたいと思

います。 

事務局  ただいま意見をいただきました。委員長には大塚委員、副委員長には郷委員を選

出することとしてよろしいでしょうか。 

 （異議なし） 

ありがとうございます。それでは大塚委員に委員長、郷委員に副委員長をお願  

いすることといたします。ここからの進行は委員長にお願いいたします。 

６ 諮問内容の説明 

委員長  委員長に選出されました大塚です。この会の審議が円滑に行われますよう、是非

ご協力をよろしくお願いいたします。先ほどお話にありましたように、この会は、

小中学校の通学区域の設定について、教育委員会の諮問を受け調査審議を行うため

に招集されたということになっています。この諮問内容について、事務局から説明

をお願いします。 

事務局  （諮問書、資料を基に説明） 

     資料を確認しながら進めていきたいと思います。資料と諮問書、別紙２の島田市

教育委員会就学事務取扱要綱をご覧ください。島田市では、この別紙２の通り、島

田市教育委員会就学事務取扱要綱を定めてあり、就学事務に関する様々な取り扱い

について、規定をして運用をしています。この要綱の別表に学区の指定表、特別支

援学級の学区指定表として児童の住所により通学する学校を指定しております。今

回審議していただく内容は、要綱の改正、学区の指定表に影響してくるものである

ため、皆さんさんにお集まりいただきました。お配りした諮問書の写しですが、島

田市教育委員会から諮問があり、今回は、島田第三小学校、五和小学校に特別支援

学級を増設することに関して、現在指定している通学区域について審議をしていた

だくことになります。本市におきましては就学する学校を指定する際の判断基準と

しまして、別紙 2 の島田市教育委員会、就学事務取扱要綱を定めてあり、別表 1 で、

通常級、別表 2 で特別支援学級の学校指定を定めております。今回お集まりいただ

いた趣旨につきましては、この別表で定めてある特別支援学級の通学区域の変更に

ついて審議いただくためにお集まりいただきました。 

諮問書に記載がある通り、島田第三小学校と五和小学校に特別支援学級を増設す

ること、もう一つ審議していただきたいことが、島田第三小学校区、五和小学校区

に現在お住まいのお子さんで、これまで指定されていた特別支援学級に通っていて、

指定学校は変わるけれども引き続き、今通っている学校に通学を希望すれば、この

要綱に定めてある第 9 条 12 号その他、教育委員会が認めた場合、というものを適

用して、変更を許可することとしたいというものになります。 

この現状と課題を少し申し上げます。島田市では平成 20 年度に特別支援学級あり

方検討委員会を設置し、その当時は特別支援学級を設置する学校を小学校 6 校、中

学校 6 校ということで拠点校として決定をした経緯がございます。近年、特別支援

学級に在籍する、または支援を必要とする児童生徒が増加傾向であります。 



 

 

就学支援が進むにつれて支援級のクラス数は増加してきておりまして拠点校にお

いては教室が足りなくなるという課題が生まれてきました。また拠点校を設けてあ

ることによって、本来の小学校区ではない学校に通学するため保護者の送迎が必要

であり自分の学区での開設を希望する保護者が増えてまいりました。そうしたこと

により、令和 4 年度には大津小学校、島田第五小学校、六合東小学校に特別支援級

を増設し、令和 6 年度には島田第二小学校に特別支援学級を増設し、今年度初倉南

小学校に特別支援学級を増設してまいりました。ただし、特別支援学級を増設する

際は、入級する人数児童の確保が必要になります。そこで島田第三小学校と五和小

学校区に居住している方に希望調査をしました。その結果がこの資料の５（２）の

表に表してありますが、三小の知的学級に入級したいという児童が 6 人、五和小学

校には、知的学級に 8 人、自閉情緒学級には 5 人という結果になりました。 

もう少し詳しく申し上げますと、三小の 6 人のうち現在の通常級から入級を希望者

が 4 人いらっしゃいます。幼稚園、保育園、こども園からの入級希望者が 2 人、一

小、四小にとどまる児童が 6 人という結果になりました。少しわかりにくいのです

が、現在三小のお子さんについては、住所によって横井栄町が二小の支援級に行く

ようになっておりその他、大川町、本通五丁目、六丁目、南町については、四小の

支援級が指定学校になっております。三小のお子さんで一小にとどまりたいという

児童については令和 5 年度以前指定校が一小だったので、引き続き今通っている一

小にとどまりたい、という希望を持っているお子さんになります。 

五和小学校については、五和小学校に特別支援学級が増設した場合には通常級か

らの入級希望者が知的 4 人、金谷小の特別支援学級からの入級希望者 1 人、新 1 年

生については知的学級 3 人、自閉情緒学級 3 人、他市からの入級希望者が自閉情緒

2 人こうした結果になりました。 

このようなことから、諮問書にあるように保護者から自校に開設の要望があるこ

とや、支援を必要とする児童の通学を含めた安心安全を考えますと、要望のあった

学校に支援学級の増設を計画通り進めていきたいと考えております。また、今回の

アンケートにもあるようにこれまで在籍していた学校で、環境や人間関係、を変え

ずに学校生活を送りたいという希望が多くありますのでこのような児童について

は、本人や保護者の希望で今まで通り在籍していた学校に通うことについて、要綱

第 9 条 12 号を適用し、指定学校の変更を許可することとしたいと考えております。

説明は以上です。 

７ 協議 

委員長  ありがとうございました。それでは諮問書に基づき、審議に入りたいと思います。

はじめに、皆さんで確認をしながら進めていきたいと思います。諮問内容ですが、

特別支援学級の増設に関する通学区域の設定について島田第三小学校、五和小学校

に特別支援学級の増設ということについての諮問です。皆さまの意見を伺いながら

進めていきます。様々な立場の方がいらっしゃいます。ご意見や感想でも結構です。

順番にお願いします。 

委員  賛成です。選択肢が増えることはよいことだと思います。 

委員  地域の立場からも賛成です。近くに住んでいると顔見知りになり、地域の学校に行



 

 

くことは将来的にも大変意義があると思う。 

委員  特別支援級が拠点校にしかなかった時代は子供も保護者も大変だった。あと少しで

卒業というときに拠点校に行くしかなく、通常級に戻った例もある。それを思うと

自分の学校に支援級ができることはとても喜ばしい 

委員  保護者の送迎のことを思うと、柔軟に対応していただきたい。 

委員  その子に合った学びの場の提供ができることはとてもよいことだと思う。 

委員  アンケートのようにニーズがあるので子供たちに寄り添い、保護者の思いのとおり

柔軟に対応していただきたい。 

委員長  意見、感想をいただいたのですが、その他何かありますでしょうか。現在の子供

たち、保護者の想いというものを皆さんは汲み取って御意見を出していただきまし

た。平成 20 年、あの頃は拠点校ができる時、精いっぱい子供たちに寄り添い、保護

者の思いを考えて対応していたことを思い出しました。これで、市内全ての学校に

支援級ができることはとても喜ばしいことです。これまで通っていた支援学級に引

き続き通いたいと希望がある方については、柔軟に対応し認めていく、事務局の提

案通りということでよろしいでしょうか。 

委員（全員承諾） 

委員長  ありがとうございます。では、答申書の文については、委員長に一任させていた

だいてもよろしいでしょうか。御了承いただけますでしょうか。ありがとうござい

ます。それでは、皆様の御協力をいただきまして、答申を導き出すことができまし

た。ありがとうございます。みなさん様々な立場から御意見を出していただいたも

のですから、私自身も勉強になりました。ありがとうございました。それでは、進行

を事務局に返させていただきます。 

８ その他 

事務局  委員の皆様、活発な御意見を本当にありがとうございました。今後のスケジュー

ルですが、1 月に開催されます教育委員会定例会で今回の答申書教育委員会へ提出

させていただきます。その後、令和 8 年度からこのことが運用できるように準備を

進めてまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。それでは最後になりま

すが、教育部長より閉会の挨拶を申し上げます。 

９ 閉会 

  本日は島田第三小学校そして五和小学校の特別支援学級の増設につきまして、ご審議い

ただきまして誠にありがとうございます。増設に向けまして、しっかりと進めさせていた

だきたいと思います。これで、教育長からもお話がありました通り、市内全学校にこの学

級が配置されることになります。対象になる子供たちは、同じ学校、そして近くの学校に

通えるようになるということで、本当に喜ばしいと思います。保護者の送迎の負担も軽減

にもつながり、良かったと思います。また、地域の大人の目も届きやすいというのは、大き

い利点かと思います。ご審議いただきありがとうございました。今後も、市の教育委員会

は、学べる環境作りというものを努めてまいりたいと考えておりますので、引き続きご支

援を賜りますようお願い申し上げまして、閉会の挨拶とさせていただきます。本日はあり

がとうございました。 

 


